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	応用
	抗原情報
	背景
	カルパインは細胞内カルシウム依存性システインプロテアーゼのファミリーを構成します。このスーパーファミリーには8つのメンバーがあり、80 kDaの可変サブユニットと30 kDaの不変サブユニットで構成されています。このカルパインタンパク質はプロテアーゼ活性とカルシウム結合能を有すると考えられています。同様のマウスタンパク質は、精子形成や減数分裂中のカルシウム依存性シグナル伝達の制御において機能的役割を果たしている可能性があります。 [RefSeq提供、2008年12月],触媒活性：広範なエンドペプチダーゼ特異性。,機能：細胞骨格リモデリングおよびシグナル伝達に関与する基質の限定的なタンパク質分解を触媒する、カルシウム調節性非リソソーム性チオールプロテアーゼ。,類似性：ペプチダーゼC2ファミリーに属する。,類似性：1つのカルパイン触媒ドメインを含む。,類似性：2つのEFハンドドメインを含む。,サブユニット：大きな（触媒）サブユニットと小さな（調節）サブユニットのヘテロ二量体。,組織特異性：精巣で最も高く発現する。,
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	カルパイン11ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

